
੦ ກ 3   多摩産材॑मगीधघॊব産木材のਏ拡大

多摩産材のে産म৸বपाोय৵ૠெदँॉؚ大ા東京の木材ਏप ٴ
 　ஆदৌૢघॊऒधमदघ؛

্दؚম৸বपम৺ � ਐ KD のযੵऋँॉؚ東京पउऐॊ木材ਏの ٴ
　 拡大पୄऋఞचैोथःऽघ؛

ऒのेअऩ૾ய॑౷ऽइؚ৸বध৴खؚశક୧ীऩनपउऐॊ木材ਏ ٴ
 　の拡大॑ॊऒधदؚবの؞木材産のஷ௪प൴खथःऌऽघ؛ऽञؚ
 　木材ਏ৸৬のೲऑ॑ॊऒधदؚ多摩産材のਏ拡大पणऩऑथःऌऽघ؛

ব産木材॑利用घॊऒधのਔଝृ利ਡपणःथཟ॑ਤखؚ木材ृप ٴ
 　खिੱ்॑ઁः਼৻प॒दःऌऽघ؛ 

ㆤ శક宅建築等における木材要の拡大
ㆥ 木造化や木ସ化にಖ通した建築のു成

ㆤ 子どもたちへの木育の推進
ㆥ 大人たちへの木育の推進

ੁ 3�� ৗञऩীपउऐॊ木材ਏの拡大

ੁ 3�� 木  ણ  の  ਤ

੦ກ 3 ੁの৬௺
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木  ሸ

◆ 全国の人工林の多くが利用期をಶえ、国産木材の供ஔ量がੜ加ൊ向にある中、木材
　 の一大費地である東京に対して、木材要の拡大をᏋ引する૽割が求められています。

ੁ 3��　ৗञऩীपउऐॊ木材ਏの拡大

▶︎ 木材を活用したሸをはじめ、中・高層建築やశક宅建築など、これまで木材があま
 　り使われてこなかった分野において国産木材の要拡大を図り、全国の林業振興と
　 森林環の促進につなげます。

や木ସິౌ部材等を活用した中・大ૠெの木造建築物については、事例のが必要でۉہڸ ٴ
 　あることから、これらの設計に取り組む事業者等の支援などにより、都市部の木材要の拡大
 　を図り、多摩地域をはじめとする全国の森林環の促進につなげます。

木ሸはശのതれがあるコンクজートঈটॵクሸを代替し、景観向上のほか地域の安全向上に ٴ
 　も貢献することから、都の関連施設において૨的に木ሸの設置を進めます。加えて、施設の
 　ਗଡを木ସ化するય市町村、民間事業者等を支援し、木のඌధみの出を図ります。

テঞワークの普及とともに、ड़フィスには社員のコミগॽケーシঙンを活ਙ化する機能が一層 ٴ
 　求められると考えられることから、木材や木造建築が人にもたらす生理的・心理的な効果・効
 　能について、ఐ学的知見を収ૐし企業等にＰＲするとともに、ड़フィス等の内ಎにおいて、国
 　産木材の利用拡大を図る取組について検討します。

人ઠ少や新コটナの染拡大により経済社会活動のೠ৵がೃされる中、市場ॽーズの ٴ
 　化を的確にኇえ、ક宅のଡ造材のほか、内ಎ、ሸをはじめとするਗଡ等において、多摩産材を
 　はじめとする国産木材の利用拡大を図る取組について検討します。（ગ掲）

 木材要の拡大を目指す全国ૠெの連携にா ٴ
 　的に参加します。また、02&7,21、ঔクコঞ
 　【資料 3-1�】などを活用し、ૐ客効果の高い
 　都市部において全国の木材をＰＲします。

国産木材の利用が持続可能な社会の成や地 ٴ
 　球環境の保全に貢献することについて、普及
 　啓発を行います。

ㆤ శક୧૦ണಉपउऐॊ木材ਏの拡大

 ৬   ੌ
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全国地の事業者が出展 ෩名な建築家や学経験者による७ミナー

　રೢೖ؟野わかくさည園

　　ਈરೢೖ؟ൈ৵ଡ଼વഓ（世িદય内）
やなऍこうじみなみかど   રೢೖ؟神ি明神ધ化ઐை ('2&&2

╒ઌ コラム（5� ᅚ）　　ਈરೢೖ؟
  રೢೖ؟

大ু়建設会社、建築設計事ਜ所、建築௺の大学が数多くૐまる東京において、木造建築の ٴ
 　進的な事例から技術やノक़ঁक़を学व研修会を開催し、木造建築物の設計・提案ができる建
 　築のു成を図ります。

建築や建築・林業௺の学生を対象に、林業の現地をଳする機会を提供することで、木造の ٴ
 　材料やଡ造に関する知見はもとより、木材利用の意義や林業の現状についても建築の理解促
 　進を図ります。

ㆥ 木ୗ৲ृ木ସ৲पಖৢखञ૦ണのുਛ

㌣ ৱમ 3���　 ৸বधの৴पेॊ木材ଲષனંૹভ

　「:22' コঞクシঙン（ঔクコঞ）」は、東京をはじめ
とする全国地の国産木材を活用した建材や家などの木
材製品展ંૹ会です。

。令和元年度は、これまでで最多の �1 都道ਿ県から 268 事業者が参加しました ٴ
。令和 2 年度は東京 2020 大会のభ期の୶を受けて中止پ

。メインステージでは、෩名な建築家や学経験者による७ミナーを開催しました ٴ

 　 　大都市東京において木材利用の新たな可能ਙを開ิ）「क़ॵॻシティ 72.<2 ঔॹル建築ೖ」 ٴ
　 する新的・ঔॹル的な建築物ྼは木ସ空間を༟するコンクール）の༟ૄと受ೖ作品の
　 紹介も行いました。
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৵学ૅにおける森林・林業学習への協力 ઇ員を対象にした森林環境ઇ育७ミナー

◆ ઃ代を担う子どもたちに木材や森林にしむ心を育み、子どもたちの心ମの健やか
　 な成長にも貢献する木育活動【資料 3-15】の更なる推進が求められています。　

ੁ 3��　木  ણ  の  ਤ

▶︎ 子どもたちが利用する施設において国産木材の利用を促進し、森林をஹり育ててい
　 くことの大切さや、森林整備を担う林業のோについて、幅広い世代の理解を深め
　 ていきます。

。多摩地域の森林体験や木工ઇなど、保育園や団体等が行う木育活動を支援します ٴ

木ସの空間がもたらす生理的・心理的な効果・効能は、ਘい受ਙを持つ少期の子どもの健 ٴ
　 やかな成長に貢献すると考えられることから、子どもが利用する施設において、内ಎやਗଡ等
　 の木ସ化を支援します。

を౷まえ、都市部において、多摩産材をはじめとする国産「都民のଗ（ෘู）修基本計画」 ٴ
　 木材のＰＲをਘ化するとともに、木育を体験できる施設の整備を進めます。（ગ掲）

国内の森林・林業に関する学習は、主に৵学ૅの社会ఐで取りඞわれることから、学ૅに対し ٴ
　 て、講師となる専門家をୣാするとともにઇ材の提供等を行うことで、木育学習に協力します。

ㆤ नुञठषの木のਤ

 ৬   ੌ

子どもたちへの木育を広めるには、ଞ的に子どもにமするఢりの大人の理解がਂ可ಳである ٴ
 　ことから、木育が、子どもの健やかな成長につながることについて、ઇ員や保૧者にＰＲします。

ઇ員や保૧者が、多摩地域の森林・林業の現場を訪れる機会を提供することで、森林・林業の ٴ
　 現状について、大人たちの理解促進を図ります。

ㆥ 大যञठषの木のਤ
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 ޓ

　

㌣ ৱમ 3��� 木  ध म

　木育とは、子どもから大人までを対象に、木材や木製品とのऴれあいを通じて、木材へのし
みや木のધ化への理解を深め、材料としての木材のଐさや、जの利用の意義を学॒でもらうため
の活動です。
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